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みんなで「みんなで翻刻」を楽しむ



本来の「みんなで翻刻」は
「みんなで翻刻」提供者
翻刻する⼈ 対等な関係
資料提供者



それにひきかえ

IIIFではない画像データ
学内限定のクローズな取り組み
データ加⼯ 専⽤サーバ 学⽣指導…

⇒めんどうかけすぎな現状



皇學館⼤学は…
創 ⽴︓明治15年(1882)〜昭和21年(1946)（GHQの神道指令により廃校）

昭和37年（1962）再興 （令和4年に創⽴140周年・再興60周年）

学 部︓⽂学部（神道学科、国⽂学科、国史学科、コミュニケーション学科）
教育学部 現代⽇本社会学部 ⼤学院 専攻科

学 ⽣ 数︓約3,000名

【附属図書館】
設 置︓昭和37年(1962) 所蔵冊数︓約40万冊
スタッフ数︓9名



とはいえ
読まなければいけない、読めなければいけない、読め
るようになりたい そう思っている学⽣が多い

⽂学部 神道学科
国⽂学科
国史学科
学芸員課程の受講⽣

図書館 にょろ⽂字塾 (オンデマンド講座）

研究部会
（有志の勉強会）
などに参加



きっかけは図書館総合展
11/6 図書館総合展「みんなで翻刻」フォーラム

フォーラム内で学⽣企画等連携のお誘い
⇒図書館の了解、協⼒者への呼びかけ、
翻刻資料候補（案）準備後、「みんなで翻刻」へメール

11/10 翻刻候補資料テストデータの送付（11/18利⽤OKの回答）
11/27 オンライン打合せ 企画開催⽇決定
12/17 図書館企画 第１回 みんなで「みんなで翻刻」実施
1/21 第２回 みんなで「みんなで翻刻」実施



みんなで「みんなで翻刻」やろうよ
12/17 図書館企画 第１回 みんなで「みんなで翻刻」

場所︓70⼈収容可のPC教室
募集︓ポスター、教職員からの呼びかけ

事前申し込みなし

参加者 学⽣ 23⼈
教員 7⼈
職員 6⼈



みんなで「みんなで翻刻」やってみたら
システムログの集計結果（令和2年12⽉17⽇〜令和3年1⽉15⽇）

参加登録者数 76名
登録資料数 11点
翻刻完了画像 29/148枚(20%)
⼊⼒⽂字数 13,093⽂字
編集回数 207回
AIの使⽤回数 424回



授業における「みんなで翻刻」の活⽤
◆基礎史料講読（1年⽣対象）で「みんなで翻刻」を紹介
◆授業で⼀部を講読した福沢諭吉『世界国尽』をはじめ、皇學館⼤学
附属図書館が所蔵する資料を課題として提⽰

・授業では使い⽅（操作⽅法）を説明し、各⾃が⾃宅等で取り組む
・取り組んだ上で、感想を提出すると加点

⇒約1か⽉で30名が参加



皇學館専⽤のプロジェクトを作成して頂きました！



江⼾時代〜昭和にかけての版本、活字史料、⼿書き書簡など

⼤学図書館が所蔵す
る多様な史料のコレ
クションを知ること
も⽬的の1つ



「みんなで翻刻」の効果①くずし字読解のハードルを下げた

◆間違えたらどうしよう、読めない部分をどうしよう、
という不安が払拭された
⇒他の⼈との協⼒で出来上がるため、分からない部分

を「誰か」が埋めてくれるという安⼼感。また、⾃分の
ものが「正しく」修正されるので後から復習することが
できる

◆気軽にいつでも参加できる
⇒準備の必要がなく、気が向いた時に好きな部分を⾃

由に打ち込める



「みんなで翻刻」の効果①くずし字読解のハードルを下げた

◆みんなで取り組む連帯感
⇒⾃分だけではなく、「みんな」がやるという協⼒関

係を感じながら取り組めた

◆AIの存在が読解を助けた
⇒先⽣には何となく聞きづらい時もあるが、AIに教え
てもらうのは気軽でよかった



「みんなで翻刻」の効果②くずし字読解のやるきを⾼めた

◆⾃⾝の成果が⽂字数やランキングとして可視化されるためやる気につながった

◆⽳埋めすることで徐々に完成していく達成感を味わえた

◆他の⼈が読めなかったところを読めた時の満⾜感があった
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今後の活動
令和3年度は、
図書館企画みんなで「みんなで翻刻」⽉⼀度の定例会を実施
→1か⽉かけて取り組んだ翻刻史料について教員・司書が解説。
解説の様⼦をオンライン配信︕

◆にょろ⽂字塾では、初級者向けの動画をオンデマンド公開



今後の野望
学⽣の翻刻を、皇學館⼤学デジタルアーカイブで資料画像とと
もに公開
→くずし字読解の成果を社会に還元

＊皇學館⼤学デジタルアーカイブは令和3年4⽉から公開予定



めざすところ
◆みんなで「みんなで翻刻」で⼈材を育成

◆「みんなで翻刻」を楽しめる⼈を増やす


